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平成２８年度 各種調査結果を活用した学力保障の取組

事務所名 宮古教育事務所 学校名 宮古市立山口小学校 TEL 0193 － 62 － 2723

【今年度の目標】

【本校の実践における工夫点】

ア 岩手県学習定着度状況調査の児童生徒質問紙にある以下の設問を全学年で実施し，

①「普段の授業で，はじめに授業の目標（めあて・ねらい）を確認していると思いますか」

②「普段の授業で，最後に学習する内容を振り返る活動をよく行っていると思いますか」

について，「１ そう思う」の回答を 70%以上得る。

③「授業の内容がよく分かりますか」（国語，社会，算数，理科の４教科）

について，「１ よく分かる」の回答を 60%以上得る。

イ 標準学力検査において，個々の伸びに着目して経年変化を見たときに，正方向の変化率を，国語では 60%
以上，算数では 50% 以上得る。

ウ 算数における領域別正答率の県比・全国比が 100%未満の領域を減少させる。

エ 岩手県学習定着度状況調査や標準学力検査における各教科の無解答率を減少させる。

オ 岩手県学習定着度状況調査における正答率を各教科とも 70 ％以上得る。また，標準学力検査における正

答率の全国比 100 以上を各教科で得る。

１「学力保障グランドデザイン」を作成し，検証改善サイクルのビジュアル化を図ったこと

２ 教務・研究・特別支援の３つの側面から一人ひとりの学力を保障するための取組を推進したこと

“学力保障トライアングル”

『チーム山口で取り組む一人ひとりの学力保障』
～すべては，山小の子どもの笑顔のために～
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【具体的な取組① 教務の側面から】

１ 諸調査結果の分析と活用 “即時分析と共通理解”
（１）前年度の CRT 分析結果をもとに新担任が重点をおいて取り組む内容の該当ページに付箋を貼ったり，ポ

イントを確かめたりする時間を年度初めに設定した。

（２）全国学調，県学調について，自校採点の結果が思わしくなかった問題について，全教員で解いてみる時間

を設定し，誤答分析や回復指導例を検討することにより授業改善に役立てた。

２ 基礎基本の定着を図るための補充学習の充実 “補充学習時間の確保と全職員での対応”
（１）清掃後に１０分間の「ドリルタイム」を位置づけ，国語・算数を中心とした基礎基本の定着を図るための

プリント学習等に取り組ませた。

（２）火曜日の６校時（原則月１回程度）を「教育相談の時間」と位置づけ，個別指導等を含めた補充学習の時

間にあてた。

（３）１１月を「学力保障強化月間」と位置づけ，通常のドリルタイムに加え，朝学習の時間(１５分間)も「朝

のドリルタイム」として設定し，担任外の職員も教室に入って補充指導にあたった。

（４）「朝読書」（月～木曜日，１５分間）を中心とした読書指導に取り組んだ。

３ 家庭学習の充実 “授業と連動，家庭と連携，進んで取り組む家庭学習”
（１）「家庭学習の手引き」を作成し，全職員で共通理解を図るとともに，全校で足並みを揃えた家庭学習の取

り組みを推進した。

（２）家庭学習の取り組みを「まなびフェスト」に位置づけ，「家庭学習の手引き」を家庭に周知した。学期ご

とに評価（児童・職員・保護者）することにより改善を図った。

（３）長期休業開けにノートコンクールを行い，互いのノートを交流するとともに，優秀ノートを参観日に合わ

せて職員室前に掲示し，保護者の方や地域の方にもみていただいた。

児童に配布した⼀⼈勉強メニュー表（4年⽣以上⽤）
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【具体的な取組② 研究の側面から】

１ 基本的な学習習慣の確立

“⼭⼩スタンダードで，どの先⽣も同じ授業を！”
“学校は学習するところ！”

（１）新年度第１回の校内研で，板書の仕方や振り返り

の行い方，文房具のきまり等をまとめた「山小スタ

ンダード」の確認を行った。また，同じ内容につい

て家庭向け文書を配布し，家庭への啓蒙を図った。

（２）全国学調の質問紙結果分析を受け，１１月には，

学習成果のさらなる向上を目指すため，各学級にお

いて学習規律の徹底を図る取り組みを行った。

２ 「いわての授業づくり３つの視点」に基づく授業改善の取り組み “⾝に付けさせたい⼒と具体の⼿⽴て”

３ 主題研究の取り組み “児童⼀⼈ひとりが「わかった」「できた」を実感する授業づくりをめざして”

（１）主題研究のテーマを「“児童一人ひとりが「わかった」「できた」を実感する授業づくりをめざして ～

共通育成課題と自己課題に基づく国語科，算数科の授業改善を通して～”とし，全職員が自己課題を設定し

て，AR（アクションリサーチ）による授業改善に取り組んだ。

（２）授業研究会の実施においては，学力保障の観点に基づいた以下の手立てを講じ，全職員で児童が「わかっ

た」「できた」を実感できる授業だったか，一人ひとりの学びを保障していたかを振り返ることができるよ

う工夫を行った。

「いわての授業づくり３

つの視点」を全職員で確

認するとともに，「学習の

見通し」「学習課題(学習

問題)を解決するための学

習活動」「学習の振り返り」

の各視点における児童に

身に付けさせたい力と具

体の手立てを国語・算数

の各部会において検討し，

本校における指導の手立

てとして具体化すること

により，授業改善に役立

てた。

⼭⼩スタンダード（指導者⽤）学習規律チェック表

「いわての授業づくり３つの視点」と「本校の実践研究の柱」との連動 『学習の⾒通し編』
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＜指導案の具体＞

＜学⼒保障の観点からの⼯夫点＞
① 指導案前段の「指導観」の項に前年諸調査結果を受けた児童の実態を明記し，授業構想のベースとして

指導者に意識付けるようにしたこと。

② 「わかった」「できた」を実感するための取組についての記載欄を設け，学習内容の確実な定着を指導

者にさらに強く意識づけたこと。

③ 「本時の指導」の展開欄内に，『「わかった」「できた」が実感できた児童の姿』の記載欄を設け，授業

者及び参観者が学習を客観的に振り返ることができるようにしたこと。

④ 諸調査結果や既習事項の定着状況を記した座席表を提示することで，授業者が個別の支援に生かし，参観

者が児童の学習状況をより深く見取れるようにしたこと。

⑤ 参観の視点を明示し，授業評価の焦点化，共有化を図ったこと。

⑥ 事後研究会は，バズセッション型研究会の形式で行うことで，より多くの職員が児童を見取ったり，評

価したりして，指導改善の手立てを共有し，授業者にフィードバックできるようにしたこと。
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本単元における諸調
査の問題，分析結果を
記載。

「わかった」「できた」が実感できた児童
の姿を展開案の中に具体的に明記。

学習過程ごとに参観の観点を⽰し，より客
観的な授業評価ができるようにした。
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【具体的な取組③ 特別支援教育の側面から】

１ 特別支援コーディネーターを中心とした学力保障 “学びのセーフティネット”

（１）学級担任が特別支援コーディネーターに随

時，気になる児童について相談できる環境を

つくり，担任ひとりが指導に悩むことのない

ようにした。

（２）特別支援コーディネーターが空き時間等を

活用して，通常学級の児童の様子を積極的に

観察し，一人ひとりの学びの実態を随時把握

するようにした。

（３）特別支援教育，生徒指導に関わるケース会

議のみならず，学力保障の観点からのケース

会議も開催し，指導体制の変更や見直しに随

時取り組んだ。

【成果】

１ 今年度，実施した「全国学力学習状況調査（６年）」「岩手県学習定着度状況調査（５年）」の質問紙結果を

みると，「目標（めあて・ねらい）の提示」「学習内容の振り返り」については，ほとんどの児童が積極肯定

の回答をしている。また，「授業内容がよく分かるか」については，両学年ともこの時点では，本校の目標を

上回ることができなかったが，前年度より改善の傾向にある。「まあまあ分かる」の回答を加えると，９０％

を超えることから，こちらについても授業改善の成果があると考えている。（下図参照）

２ 「学力保障グランドデザイン」を作成し，CAPD サイクルの“見える化”を図った。今年度新規に取り組み

を始めたことは多くはないが，図示することで，学力保障の取り組みについての共通理解が容易になった。

３ 教務主任（ハード面）と研究主任（ソフト面）の連携強化だけでは，対応できない一人ひとりの学力保障を

考えた場合，学びのセーフティネットとして特別支援教育の視点からのアプローチは不可欠であり，組織的対

応の大きな柱の一つとして，特別支援教育コーディネーターの存在を位置づけることに意義があると感じてい

る。

校内就学指導委員会（ケース会議含）の経過
＜学⼒保障関係のみ＞

１ 第１回校内就学指導委員会（４／１１）
・特別⽀援学級在籍児童の学習の進め⽅（交流学級の⼊り⽅）等
・通常学級在籍の配慮の必要な児童に対する⽀援体制の確認

（担任外の指導も含めて）
２ 第２回校内就学指導委員会（６／６）
・特別⽀援学級在籍児童の学習の様⼦
・通常学級在籍児童の個別指導の様⼦・成果について
・⽀援度が⾼い児童について
３ ケース会議（学⼒保障の側⾯から）（８／１８）

・3年男⼦児童（個別算数指導の実施について）
・5年⼥⼦児童（別室登校中の学習⽀援体制の確認）

⇒ （担任外時間割の⾒直し）


